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 呉支部会員数  428 名 （2024 年 10 月 30 日現在）   

取材先募集中！ ご希望の方は広報委員か事務局まで。 

令和 6 年度 呉支部方針 《スローガン》     
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 2024年 10月 11日 経営フォーラム 2024 基調講演より 

人を生かす経営の実践とは？ 



 

 

 

 (２) 

 
《
広
東
地
区
会
》 

地
域
で
人
を
育
み
、 

地
域
に
人
を
残
す 

 

■
開
催
日 

10
月
11
日
（
金
） 

■
会 

場 

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島 

■
出
席
者 

６
名 

 

10
月
広
東
地
区
会
例
会
は
、
経
営
フ
ォ

ー
ラ
ム
２
０
２
４
に
参
加
で
、
私
は
第
３

分
科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

㈱
タ
テ
イ
シ
広
美
社
の
立
石
会
長
の

お
話
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
「
こ
の

テ
ー
マ
で
話
を
す
る
時
は
、
地
域
に
人
を

縛
り
付
け
る
の
か
？
と
言
う
ご
意
見
を

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
る
け
ど
、
決
し
て
そ

う
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
地
域
に
残
る
と

い
う
選
択
肢
を
子
供
に
与
え
て
る
の
だ
」

と
い
う
印
象
的
な
話
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

社
員
の
家
族
に
社
員
の
日
常
を
見
て
も

ら
う
社
員
の
参
観
日
を
し
て
る
。
そ
し
て
、

地
域
の
子
供
に
経
営
の
勉
強
を
し
て
も

ら
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
話
へ

と
展
開
し
て
行
き
ま
し
た
。 

「
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
投
資
。
回
収
す
る
ん

だ
。
」
地
域
で
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
っ

て
こ
う
や
っ
て
作
る
ん
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。 

次
は
、
㈱
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
の
川
中
社

長
、
飲
食
店
を
経
営
す
る
中
で
、「
社
員
が

誇
り
を
持
て
る
事
業
を
」
と
い
う
こ
と
で
、

田
舎
に
お
店
を
出
し
た
り
、
今
に
も
つ
ぶ

れ
そ
う
な
温
泉
街
の
立
て
直
し
な
ど
、
と

て
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
お
話
で
し
た
。 

「
売
上
は
都
会
の
方
が
上
が
る
か
も

知
れ
な
い
け
ど
、
利
益
は
田
舎
の
方
が
出

る
。
」「
自
社
が
目
的
地
に
な
る
！
」
実
際

に
数
字
で
も
出
て
い
る
。
そ
ん
な
思
い
で

事
業
さ
れ
て
い
る
お
話
は
と
て
も
カ
ッ

コ
良
か
っ
た
で
す
。 

お
二
人
と
も
、
美
談
で
終
っ
て
し
ま
う

地
域
活
性
化
の
話
を
し
っ
か
り
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
繋
い
で
お
り
、
こ
れ
が
地
域
課

題
と
自
社
の
課
題
を
一
体
化
と
し
て
考

え
て
取
り
組
む
事
な
ん
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。 

 

（
記 

㈱
中
尾
経
営 

中
尾 

友
和
） 

 

《
広
北
地
区
会
》 

人
を
生
か
す
経
営

の
ヒ
ン
ト
を
得
る 

 

■
開
催
日 

10
月
11
日
（
金
） 

■
会 

場 

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島 

■
出
席
者 

11
名 

 

10
月
広
北
地
区
会
例
会
は
、
経
営
フ
ォ

ー
ラ
ム
２
０
２
４
に
参
加
し
ま
し
た
。 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
11
名
の
広
北
地

区
会
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、
基
調
講
演
や

分
科
会
を
通
し
て
経
営
の
実
践
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。 

中
同
協
副
会
長
で
エ
イ
ベ
ッ
ク
ス
㈱

の
代
表
取
締
役
社
長
で
あ
る
加
藤
氏
の

基
調
講
演
「
人
を
生
か
す
経
営
の
実
践
」

で
は
、「
自
主
・
民
主
・
連
帯
の
精
神
を
企

業
に
生
か
そ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
同

友
会
会
員
の
資
質
か
ら
「
人
を
生
か
す
経 

営
」
の
重
要
性
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内

容
で
し
た
。 

分
科
会
で
は
、
９
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か

れ
て
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
第
８

分
科
会
「
四
代
目
ど
ん
底
奮
闘
記
～
自
社

分
析
が
も
た
ら
し
た
奇
跡
の
日
本
一
」
に

参
加
し
ま
し
た
。 

こ
こ
で
は
、
㈲
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ 

代
表
取
締

役
の
安
達
氏
が
、
自
社
の
経
営
分
析
と
そ

れ
を
基
に
し
た
改
善
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
詳
し
く
報
告
し
ま
し
た
。 

安
達
氏
は
、
写
真
ス
タ
ジ
オ
と
ダ
ン
ス

ス
ク
ー
ル
の
厳
し
い
経
営
状
況
を
乗
り

越
え
、
同
友
会
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
、「
日
本
一
の
写
真
館
」
に
成
長
さ
せ

た
経
験
を
共
有
し
ま
し
た
。 

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析

を
通
じ
て
自
社
分
析
と
社
員
と
の
共
有

の
重
要
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。 

総
じ
て
、
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
、

基
調
講
演
や
分
科
会
を
通
し
て
「
人
を
生

か
す
経
営
」
の
実
践
方
法
に
つ
い
て
多
く

の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
同
友
会
行
事
に
積
極
的

に
参
加
し
、
さ
ら
な
る
気
づ
き
と
学
び
を

得
る
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

（
記 

㈱
中
組 

小
川 

誠
）  

地区会例会の報告 

第 3分科会の様子 

第 8分科会の様子 



 

 

 

 (３) 

 
《
芸
南
地
区
会
》 

チ
ー
ム
プ
レ
イ
と 

組
織
の
大
切
さ 

 

■
開
催
日 

10
月
11
日
（
金
） 

■
会 

場 

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島 

■
出
席
者 

10
名 

 

10
月
芸
南
地
区
会
例
会
は
、
経
営
フ
ォ

ー
ラ
ム
２
０
２
４
に
参
加
で
、
私
は
第
９

科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

基
調
講
演
で
は
、
エ
イ
ベ
ッ
ク
ス
㈱ 

代
表
取
締
役 

加
藤
明
彦
氏
の
講
演
で
、

「
人
を
生
か
す
経
営
の
実
践
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
し
た
。 

１
．
同
友
会
会
員
の
器
（
資
質
）
、
２
．
同

友
会
で
は
、
言
葉
の
一
つ
一
つ
に
こ
だ
わ

る
、
３
．
同
友
会
運
動
の
基
本
的
心
構
え
、 

４
．
同
友
会
の
本
質
は
「
労
使
見
解
」
に

あ
り
、
５
．「
自
主
、
民
主
、
連
携
の
精
神
」

の
実
践
、
６
．
21
世
紀
型
企
業
づ
く
り
は

市
場
創
生
と
人
材
育
成
と
実
践
、
７
．
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
多
く
の
教
訓
を

得
た
、
８
．
企
業
実
践
、
９
．
私
の
経
営

姿
勢
「
克
ち
進
む
経
営
」
。 

以
上
９
の
テ
ー
マ
で
講
演
さ
れ
ま
し

た
。 第

９
分
科
会
の
テ
ー
マ
は
、
サ
ッ
カ
ー

ス
タ
ジ
ア
ム
の
見
学
と
サ
ン
フ
レ
ッ
チ

ェ
広
島
の
歴
史
、
方
針
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
は
、

地
域
に
愛
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て

い
る
こ
と
と
、
育
成
型
ク
ラ
ブ
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
チ
ー
ム
と
し
て
監
督
の
や
り

方
・
姿
勢
で
チ
ー
ム
は
変
わ
り
、
監
督
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
意
思
疎
通
が

一
番
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

最
大
の
学
び
は
、
チ
ー
ム
プ
レ
イ
と
組

織
の
大
切
さ
で
し
た
。 

さ
ら
に
、
監
督
の
方
針
で
な
か
な
か
試

合
に
出
な
い
選
手
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
、
チ
ー

ム
の
雰
囲
気
を
壊
さ
な
い
よ
う
全
体
に

目
配
り
と
、
す
べ
て
の
選
手
に
気
配
り
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
等
で
、
会
社
で
例

え
れ
ば
、
社
員
に
対
し
て
３
６
０
度
気
配

り
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
言
え

る
と
思
い
ま
し
た
。 

（
記 

青
木
印
刷
㈱ 

青
木 

一
夫
） 

  

 《
広
西
地
区
会
》 

料
理
に
合
う
お
酒 

会
社
に
合
う
お
客
様 

 

■
開
催
日 

10
月
26
日
（
土
） 

■
会 

場 

酒
庫
住
田
屋 

黒
瀬
店 

■
出
席
者 

８
名 

 

黒
瀬
店
横
に
あ
る
古
民
家
を
改
修
し

た
酒
蔵
や
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
見

学
後
、
㈲
住
田
屋 

住
田
敦
浩
氏
に
よ
る

「
料
理
に
合
う
お
酒
」
と
題
し
て
の
勉
強

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

実
際
に
住
田
屋
さ
ん
で
取
り
扱
っ
て

い
る
ワ
イ
ン
と
、
住
田
氏
の
奥
様
の
手
料

理
を
振
舞
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ワ
イ

ン
の
製
造
方
法
・
地
域
の
寒
暖
差
で
生
ま

れ
る
味
の
違
い
。
ブ
ド
ウ
の
産
ま
れ
る

「
土
地
」
で
、
出
来
上
が
る
ワ
イ
ン
の
良

し
悪
し
は
決
ま
っ
て
い
る
。
な
ど
、
ワ
イ

ン
の
事
に
つ
い
て
詳
し
く
話
し
て
頂
き

ま
し
た
。 

そ
の
中
で
、
住
田
氏
の
「
お
酒
は
文
化
。

経
営
者
は
文
化
を
理
解
し
な
い
と
い
け

な
い
。
」
と
い
う
言
葉
は
心
に
残
り
ま
し

た
。
ま
た
、
料
理
は
調
味
料
に
よ
っ
て
国

籍
が
変
わ
る
（
鯛
に
醤
油
だ
と
刺
身
。
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
だ
と
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
）
よ

う
に
、
お
酒
も
そ
の
調
味
料
に
合
っ
た
も

の
で
な
い
と
い
け
な
い
。
お
酒
を
自
社
と

置
き
換
え
る
と
、
料
理
は
お
客
様
。
調
味

料
は
ニ
ー
ズ
。
と
私
は
受
け
取
り
ま
し
た
。 

ワ
イ
ン
以
外
に
も
日
本
酒
や
ビ
ー
ル

の
話
も
出
て
き
て
、
あ
っ
と
い
う
間
の
例

会
で
し
た
。
他
地
区
か
ら
の
参
加
者
の
方

も
住
田
氏
の
話
・
料
理
・
お
酒
に
大
変
満

足
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。 

 （
記 

㈲
川
中
工
業
所 

川
中 

雄
太
） 

 

地区会例会の報告 

報告中の住田敦浩氏 

ワインに合う料理でした 

CRM森崎和幸氏と一緒に記念写真 



 

 

 

 (４) 

 
《
呉
南
地
区
会
》 

美
女
お
二
人
に
聞
く

時
事
放
談 

～
ひ
ら
め
き
と
行
動 

 

■
開
催
日 

10
月
25
日
（
金
） 

■
会 

場 

ト
ゥ
モ
ロ
ー
ビ
ル 

■
出
席
者 

39
名 

 

呉
南
地
区
会
10
月
例
会
は
、
ト
ゥ
モ
ロ

ー
ビ
ル
３
Ｆ
に
て
㈱
ア
プ
ス 

行
友
千

織
氏
と
、
社
会
保
険
労
務
士
法
人
わ
ー
く

ら
ぼ 

重
川
智
美
氏
に
よ
る
体
験
報
告

例
会
を
行
い
ま
し
た
。 

報
告
者
お
二
人
の
共
通
点
の
多
さ
、
そ

し
て
お
二
人
の
こ
れ
ま
で
の
行
動
力
に

圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。 

定
森
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
笑
い
も
生
ま
れ
報

告
者
の
お
二
人
の
緊
張
も
解
れ
色
々
な

お
話
が
出
ま
し
た
。 

行
友
さ
ん
も
重
川
さ
ん
も
経
営
に
つ

い
て
、
様
々
な
悩
み
を
抱
え
つ
つ
「
今
の

会
社
を
存
続
さ
せ
て
い
き
た
い
。
１
０
０

年
企
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
」
と
の
熱

い
思
い
を
語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は 

①
時
代
の
流
れ
に
対
応
す
る
為
に
何
か

始
め
て
い
ま
す
か
？
と
い
う
テ
ー
マ
に

対
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
顧
客
を
増
や
し
て
い
る
。

と
い
う
意
見
が
多
く
、 

②
あ
な
た
は
社
員
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
ま
す
か
？
と
い

う
テ
ー
マ
で
は
、 

  

社
員
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
大
事
で
す
が
、
経
営
者
と
社
員
さ
ん

と
の
線
引
き
は
必
要
と
の
意
見
が
出
ま

し
た
。 

会
社
を
存
続
さ
せ
て
い
き
た
い
と
の

思
い
は
経
営
者
に
と
っ
て
の
共
通
の
課

題
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
益
々
厳
し
く
な
っ

て
い
く
で
あ
ろ
う
時
代
を
ど
う
乗
り
越

え
て
い
く
か
・
・
・ 

今
回
の
例
会
を
経

て
、
私
自
身
も
自
分
の
会
社
に
置
き
換
え

て
考
え
る
機
会
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

 
 

 
（
記 

㈱
Ｓ
Ｈ
Ｌ 

宮
本 

ゆ
か
り
） 

    

 
 

 

《
呉
中
央
地
区
会
》 

近
況
報
告
例
会 

終
始
笑
い
の
絶
え
な
い
時
間 

 

■
開
催
日 

10
月
21
日
（
月
） 

■
会 

場 

同
友
会
呉
事
務
所 

■
出
席
者 

18
名 

 

呉
中
央
地
区
会
の
10
月
例
会
は
、
各
々

の
近
況
を
語
り
合
う
秋
の
松
茸
す
き
焼

き
例
会
で
し
た
。 

こ
の
例
会
は
本
地
区
会
で
は
毎
年
秋

の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
お
り
、
17
時
30

か
ら
集
ま
れ
る
人
は
集
合
し
て
、
自
分
た

ち
で
道
具
を
持
ち
寄
り
、
費
用
を
か
け
な

い
よ
う
に
材
料
の
買
い
出
し
調
理
か
ら

自
分
た
ち
で
お
こ
な
っ
て
、
す
き
焼
き
を

堪
能
し
ま
す
。 

１
時
間
く
ら
い
歓
談
の
後
、
各
々
の
近

況
を
３
分
程
度
で
話
す
の
で
す
が
、
し
っ

か
り
お
酒
も
入
っ
て
い
た
た
め
当
然
そ

ん
な
時
間
で
収
ま
る
わ
け
も
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
当
時
と
比
べ
、
全

体
的
に
悩
み
と
か
苦
し
ん
で
い
る
こ
と

よ
り
、
明
る
い
話
題
が
多
く
、
終
始
笑
い

声
が
飛
び
交
う
楽
し
い
例
会
に
な
り
ま 

し
た
。 

12
本
の
大
き
な
松
茸
た
ち
を
無
事
き

れ
い
に
完
食
い
た
し
ま
し
た
。 

  

（
記 

北
辰
計
機
㈱ 

木
村 

浩
之
） 

地区会例会の報告 

左：重川智美氏   右：行友千織氏 

美味しい松茸鍋を囲みながら 



 

 

 

 (５) 

 
《
青
年
部
会
》 

不
安
は
課
題 

 
ま
ず
は
行
動 

 

■
開
催
日 

10
月
16
日
（
水
） 

■
会 

場 

呉
森
沢
ホ
テ
ル
＆
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ 

■
出
席
者 

39
名 

 

10
月
例
会
は
、
㈱
田
中
鉄
工
所
の
代
表

取
締
役
で
あ
る
田
中
周
一
氏
に
「
経
営
者

一
年
生
～
不
安
と
葛
藤
～
」
と
題
し
報
告

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

売
上
の
90
％
以
上
を
占
め
る
大
手
取

引
先
が
、
呉
か
ら
撤
退
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
事
業
承
継
し
、
様
々
な
不
安
を
抱
え
て

い
る
田
中
社
長
で
す
が
、
家
族
の
為
、
会

社
の
為
に
と
会
社
を
立
て
直
す
こ
と
を

決
意
し
、
同
友
会
活
動
を
通
じ
て
勉
強
し

見
つ
け
た
経
営
課
題
を
赤
裸
々
に
語
ら

れ
ま
し
た
。 

 

田
中
社
長
は
今
年
、
青
年
部
が
ラ
ス
ト

イ
ヤ
ー
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
自
身
の
人

と
な
り
、
会
社
の
事
を
皆
さ
ん
に
よ
く
知

っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
で
話
さ

れ
、
と
て
も
家
族
思
い
の
、
少
し
心
配
性

な
、
心
に
経
営
に
対
す
る
熱
い
想
い
を
秘

め
た
、
ま
さ
し
く
田
中
周
一
氏
と
い
う
人

柄
が
全
面
に
出
た
報
告
で
し
た
。 

 

報
告
で
挙
げ
ら
れ
た
経
営
課
題
は
「
経

営
者
の
能
力
」「
社
員
の
高
齢
化
」「
社
員

教
育
」
「
Ｄ
Ｘ
」
「
技
術
力
の
低
下
」
と
、

ど
の
経
営
者
に
も
共
通
す
る
内
容
で
あ

り
、
改
め
て
自
社
の
弱
み
や
経
営
課
題
を

見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。 

 

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
悩

み
や
不
安
を
語
り
合
い
ま
し
た
が
、
不
安

＝
課
題
で
あ
り
、
同
友
会
で
の
学
び
を
通

し
て
課
題
に
気
づ
き
解
決
す
る
こ
と
、
同

友
会
の
仲
間
同
士
で
の
助
け
合
い
が
大

切
と
い
う
こ
と
を
皆
さ
ん
で
共
有
で
き

た
討
論
と
な
り
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
寺
上
副
部
会
長
が
言
わ
れ
て

い
た
、
「
ま
ず
は
行
動
す
る
事
が
重
要
で

あ
り
、
同
友
会
内
で
も
様
々
な
行
事
に
積

極
的
に
参
加
し
、
役
を
引
き
受
け
る
こ
と

で
自
身
、
自
社
の
成
長
に
つ
な
が
る
」
と

い
う
言
葉
で
私
自
身
も
今
以
上
に
行
動

す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

（
記 

合
同
呉
運
送
㈱ 

小
松 

慎
司
） 

                                   

 

 

部会例会の報告／情報 BOX 

 

書籍「企業変革支援プログラム ver２」のご案内 
 

1.企業変革支援プログラムとは何か 

2.企業変革支援プログラムの活用 

3.自己分析シート 

 

改訂の主な特徴は以下の 4点です。 

①経営指針の実践支援を明確化、 

②ステップ 1とステップ 2を統合、 

③計画立案に役立つ具体例を列挙、 

④「企業の社会的責任」の新カテゴリーの追加。 

 

A4判 82ページ。価格 2,000円（税込）。事務局で販売中 

今年も 11～12 月は企業変革支援プログラム登録月間です。昨年 10 月に発行された『企業変革支援プロ

グラム Ver.2』は、従来の会社の健康診断『STEP1』と処方箋『STEP2』が合体し、スリムになっていま

す。 

内容も時代変化にあわせ、大きな項目がひとつ増えました。使い方は変わりなく、質問に回答して、自

社の状況を知り、これから取り組みたい課題をみつけて、個別項目の部分を参考にしながら、方針化・計

画化して具体的な取り組みに落とし込んで実践するだけです。経営労働委員会からのご提案！「今年は簡

易登録してみようや！」 

参加者全員で記念写真 



 

 

 

 (６) 

■
開
催
日 

10
月
５
日
（
土
） 

■
会 

場 

ビ
ュ
ー
ポ
ー
ト
く
れ 

■
参
加
者 

20
名 

 

「
呉
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興

条
例
（
以
下
、
条
例
）
実
践
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
、
呉
市
主
催
（
同
友
会
呉
支
部
共

催
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
条
例
の
実
践
と
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
振
興
の
重
要
性
、
関
係
機
関

や
市
民
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。
同
友
会
か
ら
は
20

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

第
１
部
基
調
講
演
は
「
採
用
手
段
の
多

様
性
と
使
い
分
け
～
副
業
・
プ
ロ
ボ
ノ
事

例
か
ら
の
考
察
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
講

師
の
大
桃
綾
子
氏
（
Ｄ
ｉ
ａ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
ｏ
ｎ
ｅ
㈱ 

代

表
取
締
役
）
か
ら
、
全
国
的
な
課
題
で
あ

る
「
人
手
不
足
」
解
消
の
手
段
の
一
つ
と

し
て
、
新
た
な
採
用
手
段
で
あ
る
外
部
人

材
活
用
と
い
う
選
択
肢
と
、
そ
の
使
い
分

け
、
お
よ
び
外
部
人
材
活
用
の
目
的
で
あ

る
事
業
成
長
に
ど
う
貢
献
す
る
の
か
、
と

の
観
点
か
ら
具
体
的
な
事
例
を
ご
紹
介

頂
き
ま
し
た
。 

第
２
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
「
第
１
部
テ
ー
マ
等
に
つ
い
て
意
見
」

で
は
、
基
調
講
演
講
師
の
大
桃
氏
、
同
友

会
よ
り
中
里
呉
支
部
長
（
呉
精
器
工
業
㈱ 

代
表
取
締
役
）
、
呉
信
用
金
庫 

地
域
貢

献
部 

服
部
亨
裕
氏
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
、
人
材
に
関
す
る
課
題
と
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
て
い
き
ま
し

た
。 ち

な
み
に
「
プ
ロ
ボ
ノ
」
と
は
、
職
業

上
の
ス
キ
ル
・
経
験
を
活
か
し
て
社
会
的

ま
た
は
公
共
的
な
目
的
の
た
め
に
取
り

組
む
社
会
貢
献
活
動
の
こ
と
。 

都
市
部
の
企
業
に
勤
め
て
い
る
人
が

「
副
業
・
プ
ロ
ボ
ノ
」
と
い
う
形
で
、
転

職
や
移
住
を
せ
ず
に
、
地
方
で
の
業
務
に

参
画
す
る
事
例
が
印
象
的
で
し
た
。 

（
記 

事
務
局
木
下
） 

    

 《
求
人
・
社
員
教
育
委
員
会
》 

地
域
で
若
者
を
育
て 

地
域
に
残
す
に
は 

 

■
開
催
日 

10
月
８
日
（
火
） 

■
会 

場 

ク
レ
イ
ト
ン
ベ
イ
ホ
テ
ル 

■
出
席
者 

学
校
等
13
名
、
同
友
会
22
名 

 

毎
年
春
と
秋
の
年
二
回
開
催
し
て
い

る
恒
例
の
行
事
。
目
的
は
共
同
求
人
活
動

の
一
環
で
あ
り
、「
共
育
」
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
先
生
方
と
経
営
者
の
相
互
理
解

を
深
め
る
こ
と
で
す
。
な
お
、
懇
談
会
前

に
、
先
生
方
に
よ
る
「
企
業
訪
問
バ
ス
ツ

ア
ー
」
も
開
催
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
問
題
提
起
と
し
て
香
川
同
友

会 

副
代
表
理
事 
関
本
亜
紀
氏
（
㈱
ア

ロ
バ
ー 

代
表
取
締
役
）
を
お
招
き
し
、

「
地
域
で
若
者
を
育
て
地
域
に
若
者
が

戻
る
（
残
る
）
活
動
～
共
育
型
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
で
地
域
を
担
う
若
者
を
育
む
」

と
題
し
、
ご
報
告
頂
き
ま
し
た
。 

メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
「
共
育
型
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
と
は
、
２
０
１
９
年
度

よ
り
香
川
県
立
三
木
高
等
学
校
と
連
携

し
た
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
シ
ッ
プ
」
で
す
。

こ
れ
は
生
徒
が
企
業
の
経
営
者
や
社
員

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
で
、
「
働
く

意
味
」
を
学
ぶ
新
し
い
形
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
す
。 

そ
の
後
、「
地
域
で
若
者
を
育
て
、
地
域

に
残
す
に
は
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
グ
ル

ー
プ
討
論
を
行
い
ま
し
た
。 

（
詳
細
は
今
月
の
「
同
友
ひ
ろ
し
ま
」

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
） 

 

（
記 

同
友
会
事
務
局 

木
下
） 

臨時支部例会・委員会の報告 

臨
時
支
部
例
会 

（呉
市
と
の
共
催
） 

呉
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条
例
実
践
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

採
用
手
段
の
多
様
性
と
使
い
分
け
～
副
業
・プ
ロ
ボ
ノ
事
例
か
ら
の
考
察 パネルディスカッションの様子 

㈱アロバー 関本 亜紀 氏 

㈲川中工業所 川中 雄太 氏 

開会挨拶 中里呉支部長 

㈲川中工業所 川中 雄太 氏 



 

 

 

 (７) 

 
《
耳
よ
り
情
報
～
Ｎ
Ｅ
Ｗ
ニ
ュ
ー
ス
》 

㈱
中
尾
経
営 

代
表
取
締
役 

中
尾 

友
和 

氏
の
巻 

こ
の
た
び
本
を
出
版
し
ま
し
た
！ 

 

11
月
６
日
、
全
国
の
書
店
に
念
願
の
書

籍
が
並
び
ま
す
。 

●
部
下
が
育
た
な
い
、
職
場
の
雰
囲
気
が

良
く
な
い…

…
 

●
売
上
も
利
益
も
増
え
な
い…

…
 

 

な
ぜ
??
そ
ん
な
悩
み
と
は
も
う
オ
サ
ラ

バ
！ 支

援
企
業
３
０
０
社
超
、
受
講
者
５
０

０
０
人
超
！
倍
増
経
営
®
の
第
一
人
者

が
教
え
る 

部
下
が
勝
手
に
成
果
を
出
す
、
稼
ぐ
リ

ー
ダ
ー
の
口
ぐ
せ
を
厳
選
し
て
30
個
収

録
。
１
日
３
回
つ
ぶ
や
く
だ
け
で
利
益
４

倍
！ 「

部
下
が
自
ら
動
か
な
い
」
「
何
度
教

え
て
も
成
果
が
出
な
い
」 

そ
ん
な
悩
み
を
抱
え
る
リ
ー
ダ
ー
の

た
め
の
一
冊
で
す
。 

５
０
０
店
舗
の
新
規
開
拓
や
粗
利
益

４
倍
増
と
い
っ
た
驚
異
的
な
成
果
を
上

げ
た
経
験
を
も
と
に
、
部
下
を
「
そ
の
気
」

に
さ
せ
る
た
め
の
「
口
ぐ
せ
」
の
力
を
紹

介
し
ま
す
。
部
下
に
指
示
し
て
も
う
ま
く

い
か
な
い
、
主
体
的
に
動
い
て
く
れ
な
い
、

と
い
っ
た
問
題
を
解
決
す
る
鍵
は
、
リ
ー

ダ
ー
自
身
の
「
口
ぐ
せ
」
に
あ
り
ま
す
。 

本
書
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
身
に
つ

け
た
い
３
つ
の
力 

①
「
目
標
設
定
力
」
／
②
「
当
た
り
前

力
」
／
③
「
心
理
開
墾
力
」
を
わ
か
り
や

す
く
解
説
。 

口
ぐ
せ
を
変
え
る
こ
と
で
チ
ー
ム
全

体
の
成
果
を
劇
的
に
改
善
す
る
方
法
を

伝
授
し
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
の
口
ぐ
せ
一
つ

で
、
部
下
は
自
ら
動
き
、
組
織
は
稼
ぐ
力

を
倍
増
さ
せ
ま
す
。
明
日
か
ら
使
え
る
実

践
的
な
内
容
が
詰
ま
っ
た
一
冊
で
す
。 

 

 

リ
ー
ダ
ー
だ
け
で

な
く
、
経
営
者
、
将
来

の
リ
ー
ダ
ー
候
補
、
あ

ら
ゆ
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ

ー
ソ
ン
に
お
ス
ス
メ

で
す
!! 

 

（
本
人 

記
）     

 

《
耳
よ
り
情
報
～
Ｎ
Ｅ
Ｗ
ニ
ュ
ー
ス
》 

井
村
産
業
㈱ 

代
表
取
締
役 

井
村 

遊 

氏
の
巻 

新
設
備
を
導
入
し
ま
し
た
！ 

 

井
村
産
業
は
、
昭
和
32
年
に
小
さ
な
塗

料
店
と
し
て
創
業
し
、
平
成
２
年
に 

 

Ｍ
＆
Ａ
に
近
い
形
で
呉
市
広
多
賀
谷
に

塗
装
工
場
を
開
設
、
事
業
を
拡
大
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。 

現
在
、
塗
料
販
売
に
加
え
、
自
社
工
場

に
て
シ
ョ
ッ
ト
ブ
ラ
ス
ト
、
焼
付
塗
装
、

粉
体
塗
装
（
パ
ウ
ダ
ー
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
、

公
共
事
業
向
け
の
重
防
食
塗
装
な
ど
、
塗

装
に
関
す
る
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
出
張
塗
装
や
建

築
塗
装
も
承
り
、
塗
装
の
専
門
家
と
し
て

多
岐
に
わ
た
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。 

今
期
は
、
モ
ノ
づ
く
り
補
助
金
の
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
枠
（
最
大
１
５
０
０
万
円
）

を
活
用
し
て
、
大
型
の
焼
付
塗
装
設
備
が

10
月
に
導
入
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
設
備
は
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
仕
様

の
塗
装
室
と
耐
荷
重
８
０
０
kg
の
上
部

レ
ー
ル
２
本
を
備
え
、
焼
付
窯
は
高
さ
2.8

ｍ
、
幅
３
ｍ
、
奥
行
５
ｍ
と
、
地
域
最
大

級
の
規
模
と
な
り
ま
す
。 

さ
ら
に
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
強
い
競
争
力
を

持
っ
た
企
業
へ
と
飛
躍
し
て
参
り
ま
す
。

こ
の
設
備
導
入
を
機
に
、
障
が
い
者
雇
用

も
積
極
的
に
進
め
、
ハ
ン
デ
を
持
つ
方
々

も
活
躍
で
き
る
職
場
づ
く
り
を
通
じ
、
社

訓
『
唯
一
無
二
の
強
国
』
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。 

 

（
本
人 

記
） 

NEWニュース<アンケートを記事にしました> 

全国の書店で絶賛発売中 

大人が乗っても大丈夫！ 

「唯一無二の強国」の実現を！ 



(８) 

 

会員名簿アプリの紹介 


